
慮育活動の系統づくり
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右のQRコードから
左のページの表示を
お願いします。



特色ある療育（カホンづくり）



特色ある療育（磯たんけん）

http://astage-kids.com/


特色ある療育（認知トレーニングサーキット）



ポイント ①

療育活動内容を企画する



① 目的： どんな成長（思考・感情・行動）を目指すか？

② 内容：・子どもの興味関心をそそるか？

・実現可能か？

・実行時のリスク管理が想定範囲内か？

③ 方法：・実施可能な方法か？（必要な支援者人数の確保）

・保護者への説明が十分できる方法か？

・実施の評価を事前に準備できる方法か？

④ 評価：・できたか、できなかったか、の判定が可能か？

（行事の目的を達成できたか評価できるか？）

活動を企画するポイント



目的・内容・方法

活動の目的(ねらい)はなに？







目的・内容・方法

活動の内容はなに？





【体験活動とは…】

「見る」 ・・・視覚
「聞く」 ・・・聴覚
「味わう」・・・味覚
「嗅ぐ」 ・・・嗅覚
「触れる」・・・触覚

これらの感覚を働かせて、あるいは組み合わせて、
身体体全体で外界の事物や事象に働きかけ関わっていく活動

文部科学省HP：青少年の健全育成より
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/houshi/detail/1368011.htm

【そもそも「活動」とは？】

http://www.thanksshare.jp/95637.html
http://www.thanksshare.jp/95637.html


【体験活動の意義】

１ 現実の世界や生活などへの興味、関心、意欲の向上

２ 問題発見や問題解決能力の育成

３ 思考や理解の基盤づくり

４ 教科等の「知」の総合化と実践化

５ 自己との出会いと成就感や自尊感情の獲得

６ 社会性や共に生きる力の育成

７ 豊かな人間性や価値観の形成

８ 基礎的な体力や心身の健康の保持増進

文部科学省HP：青少年の健全育成より
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/houshi/detail/1368011.htm

【そもそも「活動」とは？】

http://www.thanksshare.jp/95637.html
http://www.thanksshare.jp/95637.html


【体験活動事例集による類型】

① ボランテイア活動など

社会奉仕に関わる体験活動

② 自然に関わる体験活動

③ 勤労生産に関わる体験活動

④ 職場や就業に関わる体験活動

⑤ 文化や芸術に関わる体験活動

⑥ 交流に関わる体験活動

⑦ その他の体験活動

文部科学省HP：青少年の健全育成より
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/houshi/detail/1368011.htm

【そもそも「活動」とは？】









内容（ ５領域）
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ア 健康・生活

・身辺自立
・生活の基本動作
・自身の心と体への気づき
・食育
・物の管理や整理整頓力
・スケジュール遵守
・基本的生活リズムの獲得
・体調管理、健康状態の維持
・心や体の尊重
・習慣づくり
・清潔保持、手洗い習慣
・適切な水分補給
・来所時、退所時の準備
・マナー、ルールの遵守
・買い物

ねらい 方法

・絵本、動画、手遊び、歌による促し

・定期的な聞き取り

・SST

・食事摂取 間食提供と支援

・健康チェック（疲れの温度計）

・掲示物

・検温動作

・構造化による生活環境の整備

・声掛け

・口腔ケア支援

・日常動作の支援

・外出支援

・休息支援

サンクスシェアによる放課後等デイサービスへの聞き取りから
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イ 運動・感覚

・筋力強化
・身体感覚、ボディイメージの向上
・姿勢保持
・動作の向上
・視覚、触覚、固有受容感覚、
前庭感覚の向上

・粗大運動や巧緻性能力の向上
・バランス力、体幹力、目と手の協調
・感覚統合
・勝ち負け、協力感覚
・危険予知
・力の加減、コントロール
・忍耐力

ねらい 方法

・レクレーション参加
・外遊び
・ダンス、アイソレーション
・サーキットトレーニング
・リトミック、音楽療法
・体幹遊び、パルクール
・トランポリン、マット運動、鉄棒
・サッカー、ボール遊び、水遊び
・手指動作（箸、鉛筆、はさみなど）
・ストレッチ、体操
・ビジョントレーニング
・セルフマッサージ
・SART（主導型リラクセーション療法）

・正しい座位の環境調整
・陶芸活動

サンクスシェアによる放課後等デイサービスへの聞き取りから
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ウ 認知・行動

・知覚、判断、想像、推論、決定
記憶、言語理解

・デザイン力、創造力
・空間認知力
・認知のゆがみ修正
・計画力
・自己制御力
・認知形成
・ルール理解
・時間概念形成
・数概念形成
・自らの強み、苦手理解
・問題解決能力
・自発的行動の促進

ねらい 方法

・スケジュール支援
・タイマー、カレンダー
・工程表提示
・文法課題
・認知課題
・創作活動
・SST
・心理劇
・音楽活動
・自立課題
・遊び
・ブロック遊び
・リフレーミング訓練
・防災訓練、避難訓練
・季節行事体験

サンクスシェアによる放課後等デイサービスへの聞き取りから
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エ 言語・コミュニケーション

・相手理解、他者理解
・自己主張、自己表現、自己理解
・言語理解、共感
・相互理解、相互交流
・語彙習得
・コミュニケーション能力
・コミュニケーション手段の選択力
・傾聴力
・読解力
・書く力、表現力、言語表出
・会話力
・自他の感情の整理
・発声、発音の能力
・意思伝達、意思疎通

ねらい 方法

・発表(会)、司会、始まり終わりの会
・模範提示
・ダンス表現
・読み聞かせ
・ごっこ遊び
・活動中の声援
・グループディスカッション
・絵カード等視覚刺激を使った支援
・プレイセラピー
・自立課題
・感想表現（口頭表現、文字表現）
・STによる言語構音訓練、
・活動の振り返り
・早口言葉、音読、歌
・非言語コミュニケーションの活用訓練
・いいとこ探し
・非言語でのスポーツ活動

サンクスシェアによる放課後等デイサービスへの聞き取りから
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オ 人間関係・社会性

・対人行動
・集団行動、集団参加
・社会的要求
・社会的関心
・思いやり、譲り合い、気遣い
・道徳性
・人への信頼感、信頼関係
・ルール理解、規律性
・協調性、協力
・他者との距離感
・ソーシャルスキル
・リーダーシップ、役割遂行
・自己理解、他者理解
・仲間づくり
・行動の調整力

ねらい 方法

・小集団SST
・個別心理面接
・地域行事、地域イベント参加
・職業体験
・地域の人との交流
・SST、ロールプレイング
・ドリル、プリント学習
・集団交流活動、異学年交流
・野外交流活動、レクレーション
・ごっこ遊び
・社会見学、社会体験、外出活動
・チーム競技、協力ゲーム
・遊びの支援
・余暇活動支援
・トラブル時問題解決支援
・性教育、障がい受容
・コグニティブトレーニング

サンクスシェアによる放課後等デイサービスへの聞き取りから



目的・内容・方法

どのように展開すれば？



① モデリング

他者を観察し模倣するだけで行動を学習する（外的強化がなくても）

【３つの効果】

１ 観察学習による行動獲得

・モデルの行動を見て新しい行動を学習する

２ 制止・脱制止

・すでに学習していた行動を行わなくなる

・しないようにしていた行動を行うようになる

３ 反応促進

・学習していた行動がより頻繁に行われるようになる

療育活動の成果を高める原理

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

社会的学習理論より



② 強化

その行動をまた実行する可能性を高めるため、

行動に対して、好ましい結果を与えること（強化子・好子）

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

療育活動の成果を高める原理



③ 行動形成 シェーピング

・望まれる目標に向けて連続的にステップを踏んで強化

を行うこと

・目標行動により似ている行動を次々と強化していく手続き

A：ひとつのスキル(能力)は、どのようなスキル(能力)から成り立っているの

か？

B：ひとつのスキル(能力)は、どのようなスキル(能力)が身についてできるよう

になるのか？

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

療育活動の成果を高める原理



④ 過剰学習（反復学習）

あるスキル(能力)を自動的にできるまで繰り返して練習すること
（繰り返し練習する・意識してやることを繰りかえそう）

・
ロールプレイの繰り返し（体験する）
（実際の場面や状況を想定して、
役割を演じることで実践的なスキルを
学ぶ手法）

手順 ・個人ごとの役割を決める
・目的や場面を設定する
・フィードバックをする

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

療育活動の成果を高める原理



⑤ 般化
ある場面で獲得されたスキル(能力)をそれ以外の場面でも使えるようになること

（実際の場面でできる・応用する）

習慣化の特徴
・その行動をするのが当たり前に感じる。
その行動をしない方が気持ち悪いと、違和感を覚えることもある。

・意志の力が必要ない。無意識のうちに行っていることもある。
・がんばらずにずっと継続できる。
むしろやめようと思っても、やめられない。

① モデリング ② 強化 ③ 行動形成 ④ 反復学習 ⑤ 般化

療育活動の成果を高める原理



療育活動の成果を高める原理 モチベーション理論より



遊戯動機…楽しさや面白さを求める。緊張をやわらげ、冗談やゲームを好む。

理解動機…理論的な考えを求めたり、物事の仕組みを理解しようとする。

変化動機…新しいことを好み、流行に敏感で変革を求める。

秩序動機…安定、秩序、伝統、などを大切にする。整理、整頓、正確さを目指す。

達成動機…努力して高い目標をやり遂げる。才能を生かし自尊心を高める。

親和動機…好きな人の近くにいたい、助け合いたいと思う動機。友情を重視する。

屈辱動機…自分を責め、非難や罰を受け入れたいと思う。敗北を認める。

攻撃動機…言葉や力を使って相手を屈服させたい、反対を克服したいと思う。

自律動機…束縛、強制、横暴な権威、因習を嫌い、自由と独立を求める。

支配動機…人の上に立ちたい、説得や命令によって人に影響を与えたいと思う。

服従動機…優れた人の命令に従い、その人の言う通りにしたいと望む。

顕示動機…目立ちたい、人を驚かせたり、楽しませたりして印象づけたいと思う。

援助動機…弱い者、困っている者などを助け、慰め、励ましたいと思う。

依存動機…甘えたい、助けてもらいたい、愛されたい、同情されたいと思う。

異性愛動機…異性を求め、恋愛関係や性的関係に関心を向ける。

屈辱回避動機…失敗して軽蔑されることを避けたいと思う。自己防衛的な思い。

社会的動機付け

療育活動の成果を高める原理 モチベーション理論より



「面白い」とは？

脳のどこ？を

反応させようと

するのか？

「PRESIDENT」2019.12.13より

療育活動の成果を高める原理 モチベーション理論より

支援員「いまから
〇〇やるよ～」

↓
子ども「え～、やる
の～・・・」

子ども「ねえ、〇〇
させてよ～」

↓
支援員「え～、どう
しようかなあ～」

(^-^;

https://news.livedoor.com/article/detail/17628871/


ポイント ①

療育活動内容を企画する



【 活動計画を立てる】

・ 活動当日を迎えるまでの準備（制作や下調べなど）
・ できるようになっておいてほしいことのトレーニング
・ 場所の確保や準備物の借用、購入予算などの事前準備

・ 当日の活動の主な流れ
・ 役割分担
・ 準備するもの

・ 活動後の振り返りをする場の設定
・ 活動の成果を発表する場の設定
・ 次の活動につながる、発展する方向性をさぐる

事
前

事
中

事
後

活動と指導をコラボする絶好の機会！

【療育活動内容を企画する】



【 支援の具体的留意点を考える】

Pont １ 起こり得ることを想定しておき、

ことが起きたとき、即座に対応する

Pont ２ 子どもたちの自主的な行いを妨げない

Pont ３ 準備してきたこと、練習してきたことが

成功するようお膳立てをしておく

Pont ４ スタッフの役割分担を明確にしておく

【療育活動内容を企画する】



【療育活動内容を企画する】



【療育活動内容を企画する】



ポイント ②

療育活動内容を系統化する(並べる)



療育活動を系統化する際の軸

【活動を並べる視点】

活動の形態

○ 集団活動

○ 個別活動

・身辺自立スキル

・ソーシャルスキル

系統の期間

○ 年齢（発達）

○ 学校種別

○ 年・月・週

活動のねらい

○ 発達的特質

○ 個人的特質

その他

○ 将来の進路





療育活動の系統化

【目指すこと】 思考： 自己否定 → 自己肯定
感情： 不安定 → 安定
行動：（うまく）できない → （よく）できる

①【系 統 型】 量 ：少 → 多い
難易 ：易 → 難
集団 ：個 → 集団
つくり：単純 → 複雑
視点 ：ソロ → マルチ
自立 ：手伝ってもらって → ひとりで

②【問題解決型】 イベント・活動そのものと付随する療育活動



体験活動の「それダメ 」「それマル〇」

「それダメ 」 活動のみのやりっぱなし！

「それマル〇」

【箱入り娘お嬢型】

失敗体験をしないよう、

体験が成功するよう

事前のお膳立てを徹底する

【野生児リベンジ型】

まずはどっぷり体験したあと、

リベンジの機会を設定し、

最後には体験が成功するよう

しっかり導いていく

療育活動の系統化 【② 問題解決型】



療育活動の系統化 【② 問題解決型】



【春】『自己紹介をしよう』 「自分を知ろう」
【夏】『夏祭りをしよう』 「友だちを知ろう」
【秋】『秋を食べよう』 「友だちと協力しよう」
【冬】『ボランティア訪問しよう』 「成長を振り返ろう」

今月のテーマ：「ともだちのいいところ探し」
・みつけたらカードに書いて壁に掲示しよう

今週の目標：「おもちゃの片付けがんばり週間」
・おもちゃ片付け名人の帰りの会発表

年
間

月

週

年間の構想・月ごとの構想・週ごとの構想

療育活動の系統化



時期 ねらい

４月

～

３月

ストーリーをつくる療育活動の系統化



ストーリーをつくる療育活動の系統化
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